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I 序論

リトル，マーリース（注1）およびダスグッ。タ，マー

グリン，セン（／F2）が開発フ。 pジェクト評価におけ

る労働，資本土j,tび貿易財のシャドゥ・ 7。ライス

の公式を発表して以来すでに数多くの論文が発表

され，シャドウ・プライスのさまざまな導出が試

みられている（ジョシ，セン、ラル，マズムダール，

へディ）（注3）。しかし，いずれの論文も労働，資

本およひ、貿易財の各市場のなかて訊i分均衡的にシ

ャドウ・ヅライスを導いているにすぎず，シγF'

ウ・プライスが全体的にどのように決定されてく

るか明らかでない。

この問題を考えるうえで現在でもなおもっとも

重要な貢献は，ヂィキシットによってなされた

世 4＼彼は，二重経済における最適租税政策を…

般均衡の枠組から導き，需要サイドの要同，寸な

わち所得の限界効用，幣要の所得および価格に関

する弾力性，等が租税政策に強い影響を与えるこ

とを明らかにした。

しかし，ニ盤経済における開発プロジ且クト評

『アジア経済』 XXIV-7 (1983. 7) 

た田 近 栄 じ治

価において用いる労働，資本および貿易財のシャ

ドウ・プライスの一般均衡的導出は，いまだ試み

られていない。本稿の課題は，この問題を解決し，

そこで得られる結果がリト／レ，マーリース（以下

LAIと略記）およびダスグ－／タ， マーゲリン，セ

ン（以下 uNmoと時記）の公式とどのような関

係にあるか検討することにある。方法的には，い

わゆるデュアル・アプローチをとり，問題を財，

用役等の実物の空間ではな〈、｛函絡の空間で表わ

し，政府の制御しうる（価格）変数を直接操作す

る心とによっ亡シャドウ・プライスの公式をj導び

く。

以下，本稿の構成と主要な結巣について述べ

る。第IU11において対象とする経済，経済主体の

最適｛包行動および政府の問題が提示される。上に

述べたように対象とする経済は，ニ重経済で，こ

こでは近代部r11L公共デロジェクトがあれそこ

で雇用されない労働者aはすべて伝統部門に吸収さ

れ，賃金は伝統部門の平均価値生産性に等しいと

仮定する、口5）。

経済主体は，三つのカテゴリーから成心。出1

のそれは，公共プロジェクトのマネージャーで，

彼は政府から示された価格を所与として材調を最

大化するc 第三のカテゴリーは，近代部門の労働

者，伝統部門の成員（以下，単純化のため「農民」と

I 3 



Ⅱ　モデル

略称〕で，彼らは闘定的に労働を供給し，諸価格

を所与として効用を最大化する。第3のカテゴリ

ーは，社会的厚生関数を持った政府である。異時

的資源配分を考慮して，社会的厚生関数 W は一

般的に W=W(U., U2，…， U1,, X）の形をとるも

のとする。ここで， UiU=I, 2, ・・・ , ／，）は第 i番

目の個人の効用， Lは経済成員の総数，入：は集計

された投資可能資金である。政府の制御変数は，

公共プロジェクトのマネージャーに示す価格のセ

ットとする。政府は，制御変数を適当に操作し，

他の経済主体の行動お上びそれから導ti¥される市

場均衡条件を制約条件として W を最大化する。

この最大化を実現する価格のセットを公共フ。ロジ

ェケ卜のシャドウ・ 70ライスと定義する。

第mtmにおいて政府内最大化問題を実際に解
き，シャドウ・プライスの公式を求める。具体的

には，労働および輸入財のシャドウ・プライスを

求める。輸入財のシャドウ・プライスは、その国

際価格と毎年しくなる己とが示される。この結果は

L/Mの主張と一致する。しかし，一般均衡の枠組

から求められる労働のシャドウ・ 70ライスは，

L/M, UNIDOのそれと異なる。プロジェクト評

価の時点で全労働力が倍統部門に集中し，かっ輸

入財および伝統部門の生産物に対し何ら課税，補

助がなされていないときには，われわれの公式は

L/M, UNJI)Oのそれと一致することが示される。

第N節では，本稿において明らかになった諸点

を要約し，今後の課題について論じるけ
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（υ2 ) Dasgupta, P.、S.A. Marglin; A. K. Sen, 

Guidelines far Project Evaluation，ニ品ーヨーク，
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（注5) 1: JC fロジコク l・ c'J代わりに 100,;.,:，パ不ljiJ'lj

税を課された民rcnプロジヱクトを仮定しても分析は影

悼を受けなL、

E モチ／レ

1. 経済

経済は2部門から成る 第1部門は近代部門

で，ここでは公共プロジェクトによる生躍が行な

われる。第2部門は伝統部門で，ここでは自営小

農民による農業生産が営主れみの

第1部門では，労働と輸入対を投入し、貿易可

能な財（以下「貿易財」と略記〉を生産する。投入



する＇）j’i到lをL1，十命入財‘を ］＼；fとし， この前wrJ の！~て

Pt間数を F,(I,,,M）で表わすO Fiは ＇.！ ，.術連続微

分11J自主ぴ）狭誌の1111関数， とれぞれの要素の限界生

産力はdうと仮定寸る。

午；2部門では，労働をど投入L，貿易財を生産す

とJo投入する労働を L，とし，生産関数を凡(I,,)

と≪わ寸 o ！・レ に関して，日とl,.Jーの仮定をおく U

以下山分析でii，抗 lift＼門の生産物の［-14内J凶貨

往て1主｜｜際伽i絡を lと寸る（すなわt，， 制li{1((~l;準とす

る）りこの仰i{f｛（某準によ J f亡評価した輸入財 ］＼；／，

および第2部門の生産物の｜司際価格をそれぞれ

ρ＇＂＇ />2と表わず。か，dお上びjう2は，この経済にと

づて外メt的に与えられ、一定と仮定す応。輸入財

第三部門の生産物に課される脱率全 t川んとし，

l山l肘のl五l内側lit/)-をあt，んとする。すなわら，

戸川ー（1I t川ρ，h

ム (Ij t，）ρz 

輸入財lこ間叫が，輸出農産物l二輪／UHtが課され

／：，場九 t.,,>O、ん＜（）となる。対象とする経済の

像を鮮明にするうえで，このようなケースを想定

しておくと｛項利である。

この経済の労働者ーおよび農民の労働｛Jt給（ 1:l~ili

f内で，各人1単位の労働を供給する。労働総供給

は外生的に ＇1・えられ， Lに等しいとする。 二）韮経
済（／）仮定iこts.らい，第1部門で雇用3れなか〆Jた

労働はすへて者｝ ＇.！古11ドljlこ吸収される。すhh九，

J，τ ｛，， トL, (2. l) 

が v タjl （こIilt ,J: ・j・ ，：，。第2部pr］では平等分配（income
sh,tring）が行なわれ， 農民 l人当り所得t士、第2

ifl¥川の平均仙ift自生産性九九(J,,)/L2（こ等しし、と仮

定すと主υ 第 1iHll1守の労働者の In場賃金 '1Vは， ：主

民の 1人当り所得と等しくなるように決定され

る。すなわら，

'W－τ占，F日L,)IL, (2.2) 

開発プロジェクト認知liにJjけるシャドウ・プライス

が／1主iLtる。

労働？？および農民の選立fl土，［，iJ一の効用問数ε

長現される心イハイ，， r，，， をそれぞれ第 1部門の生

産物‘第2部門の生産物および輸入財の 1人当り

消費とおく。この時，労働者，農民の効用保！数を

じい， c,,＇川）と炎わすり l!i土＇.！I者連続徹分可能の

狭義のl1ioUIJ関数、？千財のmtその限界効用は正と仮
定する。

2. 経済主体の最適化行動

(I) 公共ア r-1ジ乙ケトのマネージ γ一

政府は公共デロジヱクトの7 ネージャーに労働

賃金および輸入財の調達価格を提示するリ公共7つ

ロジェヤトのマネージ γーは，これらの価格にも

とづL、て得らjLる手I］潤全j法大化z「るよう政府に安

i；古される。

政府が公共プロジ .L7トのずネージ γーに提示

tる労働賃金を ll，輸入ut価格を mで表わす。第

1 t¥il門の生産物を自llifil'I:基準としていたことを想起

すると、公共－f口ジ L クトのマネージャーの問題

は，

F, ( L, ;¥!) II J,, Ill;¥[ (2.:1) 

をf,1とλlに関して法大化することであるし日i二

関する仮定上り，この問題には一義的に解が存在

するc それを

L，一L,111, m) 

λl=i¥l(u, 111) 

(2.4) 

(2.5) 

と表わすの長大化された手I］潤はり，t), (2.5）式をと

り.：n式に代入して得られ， I{とIllの関数となる。

以下，そのi対数を π（11，川）と表わす。

i渇数，1'i土、通常「干I］潤関数J(profit funct則 1）と

よばれ、 L，、くつか興味深い属性を持つが，本稿に

おし、ては次の二つが重要である。

(1）ご， -L, (u, m), r:，，， 二・・・，H(u,m) (2.6) 

(ii) ;: (11, Ill）は 11, )!lに関して狭義のi1':i関数，すなわ
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第2{HIP守の労働雇用が決まると，農民の 1人当り

所持は第2部門の平均価値生産性

長zF2(L,(u, m))/L2(u, m) 

とせ：しくなる。市場賃金 IOは，（2.2）式に上って

決定され，農民 1人当り所得と等しし、。表現のほ1

(2.7) 

(2.8) 

ち，

π，，，，＞O，πmm>O 

立＂＂ TC肌川一π，rn,l[ηι，，＞0 
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（ここで， h 二；；， πm

このように決定される市場賃金

~ w(u, Ill，長。で表わす。すなわち，

w(u, m, p，） ニp,F2 (L,(u, 111))/f,,(u, m) 

(2.11) 

である。

労働行、農民はその！好得をすべて消費に月jL、る

略化のため以下，
,T,.,.. ,;~,: ,;,, . ) 

このように公共ゾ＂ wジェクトの fネーンヤー

fjふえられた II, Illに対して品大利潤 π（u,m) 

Mニlvl(u,m）を，ii’L1二 L1(u,m), 

lよ，

を達成すべく

l雨lする。

-}j，労働および輸入財は市場で調達されとよ，

したが寸℃， uとmにもとづく公共プロジ仁クト このとき，彼らの続適化問題は，ガjと仮定する。

di場価格と政の生産，11'!肉iが実行されるためには， ！日開数 U(c,,c，，，川

(2. 12) 

の制約の下に＜＂ 1,Q およびc,，，＇こ関して故大化「る

ことである。 lliこlj.えられた仮定よりこの問題に

什十丸山トム＂《川 叩（11, Ill, J,J H'.Jの与えた利Ii格（以「・｜計算価t'&IとII手ぶ）の差f:J:

ここでは，労｛動の市調整されぷければならなし、。

場f出l絡 w /J~ ，；＋算価格 Hより大きし、とさ，政府は原

この解より，最大化さ

れた効用（すなわち「間接的効用J）をみ， j,，，， および

・w(u,m，ι）の関数として表わすことができる。
以下，間接的効用問数を V（あ，J,,,.,w(u, 111，あ））

は一義的に解が存在するO
10 uに等し」、補助余金公共ブ

ロジ工ク卜に与え， i並iこz,:<uの場合，雇用者1

人当り f十←刊 の税を徴収すると{f,.i定する。愉人則

にJ》いても政府i土｜日j憾の価格調整合行なう ζ とと

する。

用者1人につき，

と表わすO

政府のNil題

政府はおl］御可能な変数を通じて社会的厚生関数

wを最大化する。第 Irmで社会的勾生関数の・

(3) 
労働古，；Jt;民

労働者，設民iよ，諸財の｜国｜人1f11Ii格企所与とし℃

(2) 

ここでは，彼らの1JT1守山決；効用ぴ）成大｛ヒを凶る。

定過程および最適化行動を定式化する。
以下それを次のように特定司主的な形をボLtこが，

｛ヒする。
すぐうえで芳試をしたよ第1部pljの労働雇用は，

, l!1, SJ二 ZU, iち・， X （三
うに公共プロン工クトのマネージャーの利潤Jil大

化行動をと通じて決定占れ， L,(u, 11けとなる。 ；！京

経済0){/i,Eより労働~Tti場てはJ川」には.1）式的＆

＼｝’¥l!,, u』，

, J,）は ~'i i t百二 ~l のがl 人 0 ）効

}H, X；土集，；十された投資可能資金を｝d，一仁 ψは
ここで｛ん (i二I,2, 

Xv）社会的限界効用で，：iEの定数と仮定オる（il,1)c, 

政府の制御変数は，政府が公共7＂ロジ .IC7トの

f,2は

（：！.リ）

で与えられる。友現の簡略化のために，（2.9）式

の右辺を L,Cu,m）で表わす。すなわち，

これより第2部門のツ.i］馳挺JIJ,

L，ニL L, (u, m) 

、，＇［－tる。

すなわち uおよび

このとき，第2部門の生産物お

マ手ージャーに提示する価格，

と定義する。
，
 

J
 
J
 

B
F
 

(2.10) L,(u, in）ニL-L,(u, m) 
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開発プロジェグト評価におけるシャドウ・プライス

よび輸入則への謀説，補助にはいっさい変更は加 る。

えられなし、。し たがって，われわれは以下，政府

の市場介入を前提とした次善的最適化問題を扱う

ことになる（注2）。

以上の諸｛店主より，政府の問題は c2.1:n式を u

とmに関して最大化することである。本節2.(2）で

明らかなように，政府が u,mを公共プロジェク

トのマネージャーに提示すらと，労働？？，農民の

効用は V（λ，ム， w(u,111, J,J）に等しくなる。

一方，収支均衡条件より

Cci十p,c，十PmCm) L-+・JJin M十X
F, ([,,, M) +J，ニIら（／，J (2.14) 

が成立するuulo u, m が与えられた時，第 l部門

の最大化された利潤が 11:(u,m）となること，およ

び（2.11), (2.12）式を用いる土，（2.14）式は次の

ように変形される（注4〕。

X=rr(u, m) j (u-w)L,+(m p,,,)M 

-Pz t2[F, (L2) -c, L］十Pmlm Cm I, (2.15) 

(2.15）式のお辺各項は， uと mの関数であるか

ら， X4，主た ／（ とIllの｜弘｜数となる。以下、（2.15)

式の右辺を X(u,rn）で表わす。

ここで，（2.Hi）式の含意についてふれる。（2.15)

式の右辺第 1J}Tは，公共プロジェクトの，H-算利

潤，第2，第：1項は，公共プロジェク卜で汗lu、る

労働，輸入財への課税，補助金。第4項は，第2

部門の生産物の貿易を通じる税収。たとえば，第

2部門の生産物が輸出財で輸出税が課されている

とき， t2は負となり，第 ,1JJiは輸出税収入となる。

第 5J頁は，輸入財の消費に諜せられた物品税によ

る税収入を炎わす。この上うに（2.15）式は，集計

された投資資金 X の資金孤が，公共プロジェク

トの利潤と各種課税による税収から構成されるこ

とを表わす。（2.15）式はまた，消費に対する諜税，

補助をまとめて次のように書き改めることができ

X＝π（u, m) I (u-w)L1+ （川 Pm)M

-Pz t,F,(L,) +TL (2.16) 

ここで，

T=P2 t, c，寸かrι lmC隅 (2.17) 

である。われわれは以下， Xの表現として（2.16)

式を用いる。

以上の考察により政府の問題は，次に定義され

る関数 W(u,m）を 1lとmtこ関し最大化すること

である。

W (u, m.) = V (p,, Pm，四（u,m, p，））・L
十ψ）（（11,m (2.18〕

（注1）少し!al力主変えれば，（2.13）式は各期の資本
roo, L 、

蓄積が X,[1(1'1関数が＼ ( I; Ut) e-r, dt, (p：割引
JU、，＝t ' 

ド） C 与えられ／＼助手的問題のPJll;'j的（contempoγary)

ミノレトニア／ ' みることができとJo このように（2.

1:1〕式は，静手；吐ダノレに動学的要重憶を潜入する一つの

正二夫と把えることができる。

（注2〕 三重経済における政策順位 C7 7ースト・

～ス九セカン I・ .ヘスト…）に関し，書筆者u他ジ）
段会で論じたこ I:jlある。Tajika,E.，りptimalPric 

ing Policies for Economic Development, 東京，

Institute of Developing E氾onomies,1983年，参照。

(it 3) こパ経済の投入・産Ill財il jベて貿易引で

おらから， 1ft,1,J｝，＼円均衡条件は貿易，／）Jil支均衡条件 t

はなすことがご占，；：， 0 

（住4) (2.15）式の噂出過程は次のとおりである0

(2.14）式の右’辺2噴を移項し，

X二 F1一（，・，ト丸山十PmCm) L-Pm且1+p.F,

'; ／：｝る。ここと，（2.12）式およ7Ff,,, jJ隅の定義に i

り， Xは

XェF,-w1,-pm M+p, F, 

十（p,t, c，十Pmlm Cm)L 
・" ；／：；ぎ換えられよ〉。 ：重経済の1反＇1l'. iなわち（2.1)

式上り，

XニF1-uL1-mM+(u-w)L1十 （m-p,,,)M

＋長，F,-w L2-p. t，九十（p.t, c,+Pm tm C隅）L
(2.11）式より， j,,F，一回L,=0。これより，
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Ⅲ　シャドウ・プライスの導出

(:U) 

ψは，集計された投資口J能資金の社会的限界効

用，。 V/Dwi土個人の所得の限界効用であるか

u
 
z
 

r，
「
什
V

匂
4

P

／y
 

可
．
ι

べ

υ

F
、F 
ι

・

入Fπ（11，川） I (u 1《，）l,1十（削 J>n

一ht，（｝司2 ,., J,) -t ／＞川 t附《 B’P[, ， 
1なj、J,(2.15）」えが羽LU"t t J乙。

SはJ受資資金と個人所得の社会的限界代替率旬、、
シ γ ドウ・プライスの導出

s l主投資資金の

限界的1単位が個人所有で／¥ti]J》ていくら姉｛n＼があ

るかボす。発展途上IJsiは総じてi討議資金不足であ

より端的に表現すれば，であゐ。

そのため 51土1より心ことから， ψl土ト分布く，

大（バ＞1) と仮定する（Ii2 ¥, 

本節においてわれわれは，（1）シャドウ・プライ

スという用語を定義し，（2）その公式と経済的意味

を明らかにし，（3）われわれの結果と既存のシャド

ウ・プライスの公式との関係を論じる。

皿

ノト
」われわれは以下，社会的厚生関数W(u，川），

シャドウ・プライスの定義

Hと111tこ｜主1L最大化し労働のシγFウ・プライス

ぴ〉および輸入財のシャドウ・プライス Illぺ11＇ド，

政再jの問題は

lV(u, m）をHとmに関して最大化することである

ことをみた。ここでこの問題の解の存在を仮定し，

第H節におし、てわれわれは，

¥,¥,',:I{, J川を I(で偏微分しtず，公式を導く（il 3) 0 

ピロと才jくこと；ご上って，
F汁を労働このとき，それを r什ど m牢で夫わす。

二(I,1-[, ，；’l バι'It'
s "aw f心l,1m＊ を輸入財のンヤドウ・のシャドウ・プライス，

(:¥.:!) 

をうる。ここで， Fγ 二d1'~ / d L,0f11JtJ；こ， W(u,m) 

を //lマイ扇j妓分Lゼ、ロとおくことにヒソて、

Iフ;¥{ ( i /, i) T 1白山・
(m＊－－／～，） l i (1 - - l 

,, J}ι－1¥’I s βW j ,l f,1 

F
 

1
円t
 

P
 
t
i
 

4

4

 

f
r
 

ベ

υ
「川
り

t
／

／

F
 

e

，，昼’
a
一

‘A
Iむ

、d
F
y

♂

f
一

4

、lJ，一，，4 
ホt
 
p
 
p
 
（
 

すでに政府が公共

70ロジ工ケトのマネージャーに提示する自Iii格を 1tlゐ

算価格（第H節2.(1））と名付けたが，計算価格のう

わ政府内日的関数を最大化するもの告とここで改め

てシャドウ・プライスと定義するわけである。

70ライス El呼ぶ。；！ );ll,われは，

(u* m) />, t, Fz' 1 守1:1 公共70ロジヱクトの生産計両に直接介政府は，
(:U) 

その代わりにシャドウ・フ。ライスを公共入せず，
をうる。 GL2）式を書き換えて，

70ロジ工ケ卜のすネージγーに示し，分権的に社

このように分権的
(L-／，一心ア／，）司
Saw  Jr7L1 

(:l. 2)' 

をうる。（：U ）式の右辺中抗弧と (::l.2）’式の右辺

が等しいことにttl=Iし，（：3.2），式を U.:3）式に代

4

4

 

2

2

 

内

υ
「

υ

1

1

 

A

L

 

コ
り
「
μリ

）
 

h
f
 

対

t
 
y
 
（
 

（，〆世，） ／予Jt, 1らγ

会的厚生関数の最大化を凶る。

意思決定を通じて社会的厚生関数の最大化を実現

する媒介が，われわれの定義するシャドウ・プラ

イス仇ので；（，，る (II1 〕。

）
 
－
 
z
 

，
》（
 

の続性（i)

((2.6）式参照）より， (3.1）式の左辺第2項は，

1 ;r,,,,, """' 
7τ，，，， ；τnι，＂ 

(3.5) 

入L，適当に移J(fすると，

｝
 
｛
 ）
 

J

f
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、υ
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J
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F
J
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－
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p
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，sa 
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1
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p
 
p
 
（
 

をうるc ここで，手lj潤関数 π（u,111), 

シャドウ・プライスの公式

ここでの課題は，社会的厚生間数合 H と Ill L二

関して最大化し労働および輸入財のシャドウ・

これらの公式

を表現するにあたって新たに変数Sを導入し，

のように定義する。
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次

2 

プライスの公式を導くことである。



と1＜わすことができる。次に，和rn司｜基l数の属性（ii)
<cβ.7). c苫.s＞式参照〉より，（3.5）式は正となる。

これより，

Ill率二P川 CL 5) 

が成立する。（：l.5）式を（3.2）式に代入して，

Ir a T I 
IIキ二w I ::-L1＋べ [, i「， /'2 t, F/ 

＼.：）げτc’rυL1

(:l. 6) 

~うる。 CL5〕式および（；仁川点が，それぞれ輸

入財および労働のシャドウ・ソ。ライスの公式であ

る。

C:-l. 5〕式より輸入財のシャドウ・ブ1ライスは，

その国際価格に等しい。われわれの経済では輸入

叫にmi悦とし、う形で政府ω介入が行なわれていた
が，（：l.5）式により公共ゾc¥1ジェケトのマネージ

γーにとって自己の生産物0)JJ:.J際自ll1怖と輸入財の

HI対｛1¥li格は，両財の交易条件と等しくなるo この

ように貿易財の交易条件は，シャドウ・プライス

を通じてプロジェクトの生産計画者に正しく伝わ

る。われわれのこの結果は， L/Mの主張と一致す

る〔i'LO

けくiι （：-l.6）式で示占れる労働のシ γ ドウ・プ

ラfス0）経済的意味を考える。そこで，プロジェ

ケトで限界的に労働者がI人雇用されたとする。

このとき，市場賃金 zoが支払われる。一方，この雇

用にともない，市場賃金は~－－~ーだけ変化する。a Li 

(2.9）および〔2.11）式より，

<l'W 、 lI F ¥ 
ニ7, ( 2 ／＜γ｝ ( 'I(' ,¥J 1’L2) 
a L1 rz L, I .. L, I 

(:,. 7〕

ここで， klP Lz三J’zFγり／＜三 0）狭義型I］性より，第

2 tfl¥fH］の労働の平均生産性は限界生産性より大き

い。したがって，（3.7）式より

。竺ι＞0
rfL1 

開発 c/，，ジヱクト t評価におけるが 1 トウ・プライス

が成立する。すなわち，プロジェクトによる雇用

にともない市場賃金は上昇する。

この経済では労働者，農民の所得は等しいので，

ヅロジzクトの限界的雇用により労働者，農民の

所得は 1人当り a"Li:ιだけ上がる。（3.6）式はこ。，~Li

の）Jr得増分にともない三つの調整を市場賃金に加
. ＂・
え｛；） 0 

第1のそれは，増加した所得を投資資金価値に

変更L，名目的労働コスト w より搾除すること

である。さきに定義した S〔投資と個人所得の社会

的限界代替率〉より，労働者，農民の所得増加の投

資資金で測った価値は（Lit)/sである。換言
すれば，公：，I±,

投資資金で点ljつて（Lι竺ι）Is iこ等しL、｛1lli杭：を倉lj ¥ ' a L1 I I 
fJ / Llしたわけである。第1の調整は，この投資資

金価値の憎分を名目的労働コストより差し引くこ

とである。

労働賃金の上昇にともなヤプロジェクトの労働

コストは， I__ aーザだけ増加する。第2の調整は，
'1 D Li 

この雇用コスト増分を名目的労働コストに加算す

ることぞ，ふる。

第3の調整は，政府の租税収入の変化より生じ

る。労働fi，農民の所得の増加は，消費の増加を

引きおこし，これが政府の租税収入を増加させ

。T iJ 
この税収増加は， 一一一可苧Lに等しい。第。w , L1 
3の調整は，税収増分を名目的労働コストより控

除することである。以上が市均賃金のi：昇lことも

たL、必斐とされる調整である。

fロジェケトにおける労働雇用は，市場賃金の

ほかに，労働の部門間配分をも変化させる。われ

われの経済では労働は 2部門で完全に雇用（吸収〉

されており，そのためプロジェクトによる腫用は，
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それと等しい雇用の減少を第2部門に引きおこ

す。 Lたが》て，デロジ寸ケ卜が限界的に労働者ー

全雇用Lたとき，第2部門のそ泣ニ監は Fe'だけ減

少する。左ころで，われわれは，tl'I2部門の生産物

（農作物）に輸出税（t,<0）が課されているケースを

想定してきた。この場合，第2部門の生産景の減

少は， /Je tz F＇.／ に等しい輸出税収入の減少を引

きおこす。この輸出税収入の減少は，公共70ロジ

コーケトの原用にともなうコストの ・つであり，

(3.fi）式はそれを名H労働コストに力ll拝する。

このように労働のシャドウ・ 70ライスがは，

公共－ftゴジ Jーケトによる雇用にともなう市場賃0

の｜：昇お上び第2部門から第1部門への労働移動

に上－，て影響を受ける。市場賃金に加え九れる ~j,\j

整は，ごの二つの変化が役資資金に与える効果に

よって決定される。

3. 既存のシャドウ・プライスの公式との比較

本節2で考察したように，一般均衡の枠組から

求められた輸入財のシャドウ・プライスの公式、

すなわちりの式は， L/Mの公式と一致する。問

題は，彼らの労働のシャドウ・ －／ライスとわれわ

れのそれとの関係である。

L/Mによる労働のシャドウ・ブ。ライス （SWR)

は，われわれの記号を用ヤれば，

SWR叩；（四 MPん） (:3.8) 

と表わすことができる川5）。 ここで， MPL2は

(3.7）式のすぐドで定義したように第2部門の労

働の限界価値生産物である。

さて，（3.7）式を用いて（3.fi）式を ~-tr き換える

と，われわれの労働のシャドウ・戸ライス 11キは

次の上うになる。

ホ＝叩ー 1 L (w-MPLJ 
S L2 

I u T ¥ iJ叩
i[L- L) -Pzt,F,' (:l.6)' 
¥ 1 ,i w IθL, 

20 

(3.8）式と（3.6）＇式を比較することによって，

われわれの労働のシャドウ・プライス Fげと L/M

uiSWRが命救する！分条件として，

f，，二 J, 7）γ 》 tょ二t，，， 二。 Cl. 9) 

をうる。すなわち，全労働力2第 2部門に吸収され

ておりヲかっ政府が市場介入を一ー切Jhなわないと

U、う場合，川と SWRi土一致する。

以下条件（：l.9〕の店、i米につし、亡考察する。／，2ニ

J，は，三部門からなる経済を I1'HlfHJ に •J\i} ~；させ

るυ ーか， f 2ニ／，，，二（） ii, -1° Jlジr ケトの生産物

以外の生産、消費より生じる組税収入の変化を－：~·

げにする。このように条付：Cl.9）／土、！雇用，生！主．

m貸の]iiiで第 1l花門 （＂1'11〆 y ケト）を｛也のi司：ドljか
ら切り離す。倹・tfすれば、（：；.!l) ＇土

と，5く；／,JLJ_,A Lぴ） ;}{)1 を j'fl＼う}J-そ.Jf担一；ラHJ1· ；二 •}-i司；宇：n一さ斗土

之与..そして、その結果えんれる労働のシャドウ・

ブ。ラ fスがL/Mのそjiノと致するのであるの

(ii 1 ) こことil必す＜： ¥ }!,(: t，二d、分持｛じ，－勺 J , 

とjそIH)H必要 EJゐt,'i械：，＼： （あ乙。 本千九二： I d-¥(1日：，，

干：！，刊行問告し r::JtiNfJ効ltlf'/1数：て11!11＇，；：全：，： ti'f報ぺn-'-" 
1，，吃 1心わ ！なわち＇ I1'1 j ~ ；，んじ人n＇と川下J/,[f:f討すろ
e記念怖持1i f))l'.<E J 0。

I I;, I., 記Ofれi二11，・，，り'i,'i十世L・-' L、てJ¥LU二日＇i三＇!.II

こuふりえ ：n、。こしり土 c¥ 'Jiff「JU；＿：，＇；）を ・::t;/le，.どJ、！：め

にう〉伶｛とに Jる似宗i/11:￥，＇子 i!l!Lて'Ir/報主Jr,,''1＇.すらと t

が11f/lを・-r Jある。 lt: /J; －，で． 上り現サJ的な政策決定♂）

／：めには，サ，'i；全ti'/報ゴ）｛，；＇，工合変更し科会＿ifj1',' ( IYJノj、

l'i'J: . ;');-，／＿；・七 JーんなL、I-1；；し－－？・＿・t,'itll ",-fr，・，主It 1:-－＿，，ノLl三
十；，.、どう'rJii Yどiιめん ltJ,1,U正iI /,: L、。二う lf：モデ11

j》j）｝；、以l:, シャ Yウ・ソ Ff九百If’だし）うiせノ） . }j H；ど

小崎 Jるも♂）と『 τえよう。

(IL 2) Su, L/M .;; l n llNIIXl日パHJ？とノドシ

7 クト i作和Iiiこおける「J',tf{ti）シャトウ・プ Ffノ、 jtこ

みf,t；寸ゐ。 1カ I_，このftJ」Ii法Lt われわれ ：！）－；， ャiゥ．
・デニ＇ －：＇スの定義と？でなろ。戸いド内・ブ。ラ fスとい

:, 'I艇の，1UIJ1;:e'1l'けるfめわれわ方LU, Sヰそのf,;怠

どおり校校とがi人J1lfj'.}J＞社会的限界代持率と呼J：。

Ci主3) u＊ と川本 Jう公式をJ尽くにあfこって，（2.6)



Ⅳ　結語

，＼：でiJ；δれる π（u,m）の詩型一（i）および（2.9）式よりえ

βL己 uL, 
c，れるl',¥JH，ぺ 一 、 l 力、和JJIJうれる。

(} u (/ u 

(/L4) L/l¥1Jl HkOJ攻約に.）し、UtU卜4参照。

Little; Mirr Ice～I’roied l1ppr,1isa/.・ ・ , 154～162 

( /1: 5) l"JI. ,'; 270～27] ・・トジ参照。 lJNJl)Oに

.I.，＇.，労（刊のンャ I・ •'1 ・プライス I.I, ・;;ff,¥1;, －~~］亡の 1内

・［日 央11fli/i/i九七吋正 l.'c' L、らflh, ;; ! iをL/MJ Jよrn,
Aliイl.; • ;・ 1 i」l1;j1k jるじlJ, 1吃＇ti'ti ・:,;, ・, J, (rlii 11,'i ;,1; i.¥f 
0) '{fリ1か必f’...h ::, .. I.り！！イキ的仁l’｜、へら I, lJNIDO 

のヴJi耐しり j い 1,',. ／ヲ fスlt ］）山氏upta{Iι 前m：守
山氏）7，.ー／に，卜、ttt・ (15.8）ふtで＇J-ぇ人れらが，
こて ζ s,・.11・ l i I , (15.的.，（1')1<＇リi江主 p1,vlてrt4 

と， L/MvJ SWR がj'./'.jtろの

町長古 ，if'r-

本摘においてわれわれは，諭入財および労働の

シャドウ・フ。ライスを一般均衡の枠組から導出し

たの結果は，第一J]]ffli(:1. 5）お上び（:l.6）式で示され

たξおりである。 c:1.5）式によると， 7品入財のシ

ャド 1'7・7＂ラ fスi士、そのl司際価格と等しくなる。

この結果の意義は唱第2部門0）生産物および輸入

財消費に対して課税がなされているという次苦工的

状況のなかでも、貿易財に関し「l司際価格ルールi

カ二f，足、主するとし、うことである0

(:-l.6）式は，労働のシャドウ・デライスの公式

全示したものである。この公式によると，労働の

シャドウ・プヲ fスは市場賃金のほかに公共プロ

ジ工クトにおける雇用に伴って生じる二つの効

果， すなわら賃金上好ーおよび部門間労働移動， iこ

上って影響を受ける。われわれはまた，沼II]節3

において一般均衡の枠組上り求められた労働のシ

ャドウ・プライスが L/Mのそれと一致するため

の十分条件を明らかにした。この条件の考察より

本稿の体系山特殊ケースとして，すなわお部門間

開発プロジ士クト評価におけるシャドウ・プライス

の連関を排除した部分均衡的状況の下で，一般均

衡の枠組より求められたわれわれの公式がυMの
それに一致することが明らかになった。

本稿で級うことはできなかったが，今後の課題

として取り組むべき問題をあげる。第1の課題

i土、ヅロジ E クトが輸入財以外に非貿易財を投入

財として用いる場合における非貿易財のシャド

ゥ・ ・fライスの導tl:lである。この問題を一般均衡

の枠組で扱い，プロジェクト評師に実際に適用す

ることができる非貿易財のシャドウ・ 7•ライスの

公式が導tliできれば一つの収穫である。

第2の課題は，プロジェクト評価のためのシャ

ドウ・フDライス左し、う視点を離れ，農作物の価格

政策を含めた経済全体の価絡（租税）体系を考察す

ることである。かぎられた徴税力の下で開発資金

をもっとも有効にファイナンスする価格（租税）政

策を明らかにしていくことは，今後取り組まなけ

ればならない震要な課題のーつである。

〔付記〕 本稿の執筆にあたって一橋大学大川政三，

行弘光i函j教授お上びそのセミナーの参加者，横浜市立

大学，＼JI!智教助教授、 7ジア経済研究所経済戒長調査

部の諸氏より賓室なコ Jントを得た。ここに深く感謝

の意を表したい。

(1ジア経済研究所経済成長調是正部〕
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